Changing Kyoto and Unchanging Kyoto -Caught Between Population and Tradition- by 三谷, 憲正















したい。一八九五年の平安遷都千百年紀年祭や第四回内国博覧会と った日清戦争前後の国民国家形成期には、対ヨーロッパ、対中国に対する自画像として、京都のみならず日本の表象として「 風文化」を自らのイメージに重ねた。そして韓国併合の一九一○年代以降 「帝 」の時代になると、過去 「海外雄飛」 、キリスト教 布教といった十六世紀後半の「安土桃山文化」が顕彰の対象となる。
・ 「国風文化」が昭和期になると「雅」という言葉に代表さ























































































時代の面影は、跡方もなく現代の勢力の下に蹂躙されて了つて居るが、京都は比較的此の憾みが少い。尤もつい近頃は、市有電車 始まつて、ドシドシ旧態 破壊されつゝあるから 京都の昔を偲ばうと思ふ者は、一日も早く遊覧に出かけるが肝腎である。 （
｢ 葵祭の後
｣ の章）













虚子が「吉田の下宿」にいたとするのが、一八九二、 三（明治二五、 六）年頃の第三高等中学校に通っていた時期を指すのであるならば、既に一五年程も昔のこと な 。その昔と明治四〇年の今を比較し、激しい変化を感じてい である。
以上見てきたように、どの時代においても〝旧き良き時代の








線） 、あるいは南海鉄道（現南海本線） 、箕面有馬電軌（現阪急宝塚 が各地を結び、ほぼ電化を完成させていた。一方、東京では東急、小田急は開業すらしておらず、東武鉄道、武蔵野鉄道（現京浜 行線）は未電化であった。京都に限ってみても、琵琶湖疏水による水力発電を成し遂げ 一八九〇年） 、日本初の市街電車（ 都電気鉄道） 走らせてい （一八九五年） 。〝旧き良き時代〟から逸脱していく〈京都〉とは実は近代化の進む京都のまた別の側面であったのであり、京都とは〈人工〉 都市であったのだった。そのように京都 近代的な要素を多分に含みながら時代を生き延びてき る。従来京都は〈人工〉によって〈伝統〉が失われていく過程と

















































                                         






































































































































































































































































































































































し、 「雪児」 芸妓のまたの呼び方である、ということは既に理解 にくくなっている。鴨川を東に渡った祗園の茶屋で芸妓に墨をすらせて詩を作ればよいのであり、仲間割れをしている時ではない、というのであるからおそらくは京都在住の関係者ではあろうが、そのよ な文脈の中で 山紫水明」という語句が使われているのである。
このように明治三○年前後を見るだけでも「京都」は「山紫







































































































「 （…）水の悪い欧州では昔から浄水場に〝水の味見師〟がいるんですが、ここでも三年前から所員が毎日味見をするようになった。情けないことです。 」／山紫水明の 本が、先進国並みによごれた証拠。
以上代表的な用例を挙げてみた。ここからわかることはタ


























京都三大祭のトップを飾る葵祭（五月十五日）の第五十二代斎王代に京部市左京区の英語教室講師森川香絵さん（二六）が決まり、十二日、発表された。／母の薫さん（五八）も四十年前に第十二代斎王代に選れており、母娘二代で祭のヒロインを務めることになる。母娘の斎王代の誕生は一九八九年以来十八年ぶり。／森川さんは眼鏡販売会社社長森川勇さん（五九）の長女。京都市生まれで、ノートルダム女学院の小中高校を卒業後、同志社大法学部で憲法などを学んだ。在学中、英国と米国に短期留学。卒業後は関西学院大大学院に進 して 語による教授法をび、英語教室では先生を目指す人も教えている。茶道や料理も習い、昨年の斎王代・藤田菜奈子さんとも親しい間柄だという。 （…）同席した薫さ 「母娘で選ばれ幸せです。今回は斎王代の母として、サポート役にまわります」と喜びを語った。最後に香絵さんが「こういう機会をいただいて光栄です」と得意の英語で感謝を表した。
京都の初夏を彩る葵祭の斎王代を母と娘と二代にわたって務め
ることも充分ニュース性があるが、それに付け加えて、若き斎王代がいかに欧米文化に慣れ親しんでいるかを強調している点が興味深い。学校に関しても「ノートルダム・同志社・関西学院」といずれもキリスト教系の学校であり、かつ留学経験を持ち英語に堪能である旨も記されている。〈近代化〉とはとりもなおさず〈西欧化〉に他ならないとすれば、 「 は先端性を表す指標であろう。そのような教養を背景とするからこそ〈伝統性〉を重んずる斎王代にな 資格を有しているという文脈 、敷衍していえば〈京都像〉ものにほかならないのである。確かに〈伝統〉ということだけであれば、奈良にさらには飛
鳥には及ばない。しかし おそらく京都の魅力とは、飛鳥や奈良とは異なり、 〈近代性〉を前面に出していくところに存しているので ないか。実は「山紫水明」 は、歴史という人の手・人工 手が加えられた、いわば撫育された雅びな「自然」のことではなかったのか。文化や文明をふんだんに吸収した風光。 〝 つかず 自然〟 どはありえないのであ 。
今後も古き姿の時間を止めてその場にとどめようとする京都





















































































































































ＴＯ市民しんぶん』七二九号、京都市広報課、二○○三年一月） 。京都府立図書館蔵。この他、 「市長からの手紙‐魅力あふれる京都を永遠に」 （ 『ＫＹＯＴＯ市民しんぶん』七六 号、二○○五年一一月）でも「千二百年を超える悠久の歴史に育まれた京都は、こうした山紫水明の美しい自然景観や伝統に裏打ちされた文化、芸術など、他 類を見ない魅力を有する都市として、訪れる多くの人々を魅了し続けています」と述べている。
（
26） 京都市役所・京都市情報館ＨＰ「京都市長のページ」 。運営している京都市総合企画局市長公室広報課 （電話
 ０７５
- ２２２
- ３０９４）に問い合わせて見たところ、現在紙媒体では引用した一文はないという。ただ 「山紫水明」という語句が入った文章なら多くの報告書などによく見かけるという話であった。
（ミタニ 　
ノリマサ 　
兼担研究員）
